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は し が き

本書は『刑法総論〈第 2版〉』（2020）の改訂版であり，その本質的な内容に
変更はないが，改訂作業にあたって次の 3点を意識した。
第 1に，これは当然のことであるが，第 2版刊行後の立法および学説・判例

の動向を記述に反映させた。
第 2に，第 2版でもまだ言葉足らずの部分が多いとの指摘を読者諸賢から頂
戴したので，さらに言葉を補って，初学者や実体刑法の解釈論から遠ざかって
いる実務家の方々にもすぐに趣旨が伝わる「親切設計」とした。
第 3に，自説の根幹部分は変わらないものの，その論証に際しては，自説が

誤っているかもしれないという「おそれ」を強くもつようにした。私は第 2版
刊行後，「実務・学説・目的的行為論（1）～（3）」判例時報 2565号（2023）105

頁以下，2567号（同年）95頁以下，2568号（同年）96頁以下を執筆し，わが
国の実務に自説でなく反対説のひとつが伏在することを明らかにしたが，その
過程において，反対説にも相応の説得力があることを感じたからである。もち
ろん宗旨替えではないけれども，自説の正しさに確信をもてなくなった。
この度の改訂にあたっても，新世社の清水匡太氏に大変お世話になった。記

して感謝申し上げる。

　2025年 7月 8日

著 者
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